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今年で５回目となる「ふれ

あい交流子ども使節団」派遣

事業を、８月２５日(金)～８

月２７日(日)にかけて行ない

ました。訪問地は今年も韓国

です。

６月末に団員募集を開始し、

２３名の活発な子どもたちの

ご応募をいただきました。そ

の後、選考委員の方々による

面接審査を行いました。みな

さん何らかの目的を持った応

募者ゆえ委員の方々も非常に

苦労したようですが、その中

から１２名の団員が最終的に

決定しました。

７月からは準備に大忙しで

す！団員の保護者の方々にお

集まりいただき、説明会を開

きました。大切な子ども達を

預けてくださる上、言葉の通

じない、電話もできない『海

外』ですから、説明一つにも

力が入ります。そして、パス

ポート申請を行い、着々と出

発へ向かって進んでいきまし

た。８月に入り、３度にわた

る韓国語勉強会を開催。なん

とか自己紹介を韓国語ででき

るようになりました。また、

韓国の歴史などを教えていた

だき、いよいよ出発です！
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事務局の
ふれあい旅日記

《第１日目》 (8.25)

朝8時15分に市役所湯布院庁

舎前に集合しました。集まって

くる子ども達の嬉しそうな笑顔

を見て、すごく楽しみにしてく

れていたんだなと改めて実感し、

絶対素敵な旅にしようと、強く

心に決めました。

出発式では、溝口薫平理事長

が『たくさんのことを吸収して

きてください。そして笑顔で帰っ

てきてください。』と激励、ま

た、清永直孝教育長も『今日皆

さんが行くソウルは、実は私の

生まれ故郷です。とても懐かし

い土地です。私の代わりにソウ

ルの地を肌で感じてきてくださ

い』とご挨拶いただきました。

出発式に出席してくださった、

行政、学校関係者の方々、財団

役員の方、大変心強いお見送り

ありがとうございました。

ほとんどの子ども達が初の海

外。初めてパスポートを持って、

初めて出国手続きをして、緊張

しているのでは・・？と思いき

や、その全てをとても楽しんで

いる様子。子どもって、こうやっ

ていろんな事をその瞬間に吸収

できるんだなと感じました。

そして無事韓国へ。そのまま

交流会場となる教会へ移動。教

会では11名もの大学生と教会関

係者が出迎えてくれました。

はじめに、韓国の方々が自己

紹介。続いて私たちの番。勉強

会で習った韓国語を披露する時

です。まずはリーダーの斉藤留

莉加さんが「みなさんとお友だ

ちになりたいです。短い時間で

すがよろしくお願いします。」

と韓国語でしっかりと挨拶。そ

の後1人ずつ韓国語で立派に自

己紹介ができ、とても素晴らし

い自己紹介の時間でした。

それから、練習していたリコー

ダーにて「富士山」と「ふるさ

と」を演奏。この曲名の紹介は、

副リーダーの横尾拓也君が韓国

語でしてくれました。そして、

湯布院中学校1年生の立川花帆

さんが『日本、大分の有名な作

曲家、滝廉太郎の曲で踊ります』

と浴衣持参で日舞を披露！会場

にいる全員がうっとり・・・。

私も必死に写真を撮りつつ、見

とれてしまいました。牧師さん

も大変喜んでくださり、全員で

記念撮影。

その後、そこから10分程バス

で移動し、教会の方や、大学生

の皆さんとともにお食事会。大

学生は、現在一生懸命日本語を

勉強中ということで、子ども達

は日本語の講師になったり、韓

国語の生徒になったり、とても

楽しいお食事会になりました。

料理も美味しいし、最高に素敵

なひと時でした。

さて、楽しい時間を過ごした

後、みなさんとお別れし、宿泊

先のホテルへ。どんどん都会へ

入っていくにつれ、バスの外の

景色にみんな興味深々。看板も

何もかも全てハングル文字だし、

通りには屋台もたくさんでてる

し、屋根の形は日本と違うし、

異国の風景に韓国へやって来た

という実感を噛み締めていた様

子でした。

ホテルは仁寺洞という骨董品

屋がたくさんある通りの近くで、

その賑わいに、みんなじっとし

ていられない様子。現地添乗員

の金(キム)さんが、明日に支障

がないならご案内しますよと声

をかけてくださり、急遽1時間

ほどの散策を決定。

行ってよかった！とてもおも

しろいお店を発見。子ども達も

見入っていました。クルタレ？

という王宮の人が食べていたと

いう蜂蜜のお菓子。内容は、子

ども達がしっかり覚えているは

ずです！訊ねてみてくださいな。

そして、韓国での初めてのお

買い物は「コンビニ」。「ちゃ

んとウォン(韓国のお金)で払え

た？」との質問に、「当たり前

でしょ♪カムサハムニダ(あり

がとう)も言えたよ！」との返

答。子ども達の方が一枚上手で

した。

そうして、『初めて』だらけ

の長い１日が終了しました。
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事務局の
ふれあい旅日記

《第２日目》 (8.26)

この日は韓国の歴史につい

て学んだあとに、ロッテワー

ルドで楽しみます！やっぱり

朝からテンションの高い子ど

も達。体力持つかなぁ？

まずは、世界遺産に登録さ

れている『水原華城』を見学。

城と言っても周囲が５km以上

の城壁や門のある、ひとつの

町です。団員も韓国語勉強会

で少し勉強していたので、そ

の城壁に関心を示していまし

た。また、門の天井には立派

な龍が描かれていました。金

さんのガイドを聞きながら200

年の歴史を感じ、世界遺産の

素晴らしさを目で見て、肌で

感じることができたようです。

次に『韓国民俗村』に行き

ました。昔の韓国人がどのよ

うに暮らしていたのかという

説明を受けたのですが、昔の

人の知恵には驚かされます。

特に韓国で有名な『オンドル』。

ひと言で言えば床暖房なので

すが、その歴史が素晴らしかっ

たです。そして今もそのオン

ドルは、韓国にはなくてはな

らないものになっています。

暑い中、外を歩き回り、子

ども達は少し疲れ気味だった

ため、添乗の方がみんなにお

水を買ってくださいました。

ひと通り回った頃『農楽ノ

リ』という韓国の伝統的な踊

りが始まっていたので、楽し

い音楽と素敵なショーを観覧

しながらしばし休憩。

そして、この日のお昼はう

どんすき。辛いのが苦手だと

言っていた子もこれなら大丈

夫。おいしいダシのスープは

疲れた体に染み渡りました。

辛いの大好きな子は、キムチ

をた～っぷり入れて、スープ

の色は赤くなっていました。

そして、いよいよ『ロッテ

ワールド！』。フリーパス券

をいただいて、各班ごとに行

動開始です。(引率者が1人ず

つついています)ですが週末と

いうこともあり、どの乗り物

も長い行列が・・・。しかも

案内標識はほとんどハングル

語か英語。

「waiting time ３０minute

かぁ。ふむふむ」

「ここはexitねぇ。ふむふむ」

と話しながら、行きたい場所

を探していました。これから

もがんばって英語の勉強をし

て、立派な国際人になってね。

夜ご飯は、ミニミニ韓定食。

王宮料理や祝い事の時に欠か

せないお料理の説明を金さん

にしていただきながら、おい

しくいただきました。

今日は1日歩き過ぎたのか、

疲れが出て来ている様子。ホ

テルに戻ってしっかり休みま

しょうね・・・とは言っても

今日は最後の夜。おとなしく

できるはずもなく、また仁寺

洞へ。このとき子どもたちは

昨日見つけたおもしろいお菓

子のお店をまた見学した様子。

夜は、中学３年生から『僕

達がしっかりと管理するから、

みんなで最後のパーティーを

させてほしい。』との提案。

自分勝手にしようとするんじゃ

なくて、こうして了解を得よ

うとする心に感動してしまい

ました。

こうして、歩きまわった２

日目も疲れのおかげ？か、パー

ティー後すぐに夢の中へと入っ

ていけたようです。

事務局の
ふれあい旅日記

《第３日目》 (8.27)

いよいよ最終日。

なんとこの日は雨。まずは

『青瓦台』という大統領官邸

を見学。ここは写真撮影ので

きる場所が決まっていたり、

規則がたくさんありました。

その後、『徳寿宮』で「衛兵

の交代式」を見学する予定だっ

たのですが、雨のため中止。

金さんのガイドで建物を一つ

ずつ見学。そして、この日の

昼食はビビンバ。その美味し

さにびっくり！子ども達も大

感激で、キムチをたくさん入

れてほおばっていました。

そして、いよいよ仁川空港

へ。3日間はあっという間に終

りです。金さんともお別れを

して、飛行機へ。

大分空港に到着後、市役所

のバスにお迎えに来ていただ

き一路湯布院へ。バスの中で

は、疲れている子ども達はぐっ

すり眠るだろうと思っていた

のですが、最後の最後まで元

気。「帰ってきちゃったねぇ。」

「楽しかったね」としみじみ

話していました。湯布院に到

着した時、お迎えのご家族に

向けた笑顔はとても輝いてい

ました。この「ふれあい交流

子ども使節団」事業、１２名

という少数の子ども達の交流

体験ではありますが、その子

たちが将来の夢へ向かって歩

んでいく時に、大きな糧となっ

てくれるはず。

３日間、お疲れ様でした。
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私は、一番年上だった事も

あり、リーダーになりました。

リーダーの仕事をする時、副

リーダーの横尾君も手伝って

くれたりしたので、とても助

かりました。団員のみんなも、

しっかりしてくれていたので、

とても楽しい旅となりました。

二日目、民族村では、昔の韓

国や、その暮らしなどを学び

ました。とてもキレイなとこ

ろで、いろんな物や人、家な

どに目がとまりました。

楽しい時間はすぐに去って

しまうなぁとしみじみ思いな

がら家で寝ました。一緒に行っ

たメンバーが、あのメンバー

でよかったなぁと思います。

とても楽しかったし、勉強に

なったのでよかったです。い

い思い出ができました。

「ありがとう。」

「やったぁぁ！」と、思っ

た時が、韓国に行くための面

接に受かった時でした。うれ

しさで胸がいっぱいでした。

そして、顔合わせ会があり、

「この人たちと行くんだな」

と思い、「楽しい思い出たく

さんつくろう」と思いました。

何日かすると、韓国語の勉強

会があり、とても覚えるのに

大変でした。自己ＰＲが言え

るようになり、とても、うれ

しかったです。

そして、飛行機に乗って韓

国に行きました。海外に来た

なーという気持ちでした。交

流会が始まり、韓国の人たち

はみな、あたたかかったです。

最後の日、おみやげ屋に行

き、たくさん買いました。飛

行機に乗る時は、心の中で

「まだ帰りたくなかバイ」と

思いました。とても楽しい２

泊３日でした。この韓国行き

を許してくださったみなさま

にとても感謝しています。あ

りがとうございました。

湯布院庁舎では、ほとんど

知らない人たちばっかりだっ

たので、少し不安でした。飛

行機ではほとんどの人と仲良

くなったと思います。

着くと、ほぼ文字が韓国語

なので、「あ～ここは韓国な

んだな～」と思いました。そ

して、韓国の人たちとの交流

をしました。自己紹介では、

少し緊張して、まちがえてし

まいました。その後、リコー

ダーを吹きました。夕食も韓

国の人と一緒に食べました。

３日目は首相を見に行きま

した。雨だったけど人がたく

さんいてびっくりしました。

昼はビビンバでとても韓国ら

しくておいしかったです。私

は、「もっと韓国にいたかっ

たー」と何度も何度も言いま

した。飛行機では、ちょっと

悲しかったけどもうすぐ日本

に帰れると思うとうれしかっ

たです。また韓国に行きたい

です！

1日目、ソウルの大学生と交

流会をしました。残念ながら

ソウルの小中学生は、すでに、

学校が始まっていたので、ふ

れあうことができませんでし

た。しかし、大学生たちと一

緒に、楽しく夕食をいただき

ました。

2日目、韓国民俗村や水原華

城では、韓国のたくさんの文

化を学ぶことができました。

ロッテワールドでは、ほぼ全

ての乗り物が30分以上待たな

ければ、乗れませんでした。

おばけ屋敷に入りました。ヘッ

ドホンを付けて、その中から

聞こえてくる音より、同じ班

だったゆかりちゃんの叫び声

が聞こえました…。 3日目も

青瓦台や仁寺洞を見学しまし

た。そしてとうとう飛行機離

陸です。湯布院についてみん

なとお別れして、解散しまし

た。こうして長い旅が終わり

ました。

私は韓国で、いろんな事を

学べて、たくさんの思い出を

作ることができました。

1日目は交流会で、韓国語で

自己紹介をした事がすごくい

い思い出になりました。韓国

の大学生さんたちは、私たち

にとても優しく接してくれま

した。言葉は通じなかったけ

ど身振り手振りで、伝え合う

ことができました。その後に

行ったホテルでは、オートロッ

クだったため、かぎを4回も閉

じ込めてしまって、フロント

の人に顔と部屋の番号を覚え

られた事は、とても恥ずかし
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い思い出になりました。2日目

は、楽しみにしていたロッテ

ワールドです。人がたくさん

並んでいて2つのアトラクショ

ンしか体験できませんでした。

けど、買い物がたくさんでき

たので良かったです。3日目の

朝食は、アワビのおかゆでし

た。3日間で食べた料理の中で、

一番おいしかったです。

湯布院に着いたらお母さん

たちがお迎えに来ていました。

無事に帰りつけて良かったで

す。夏休みのすごくいい思い

出をつくる事ができて良かっ

たです。

ぼくは飛行機に乗るのも韓

国に行くのも初めての体験で

した。韓国の仁川空港に着い

て、バスに乗り、交流会に行

きました。話をした後リコー

ダーで演奏しました。うまく

吹けてよかったと思いました。

その後夕食を食べました。

2日目は民俗村やロッテワー

ルドに行きました。民俗村に

は野生のリスがいたりしてと

てもおどろきました。ロッテ

ワールドでは４Ｄシアターが

すごかったです。

この2泊3日の韓国へ行くの

がすべて初めてで不安でした。

でも今はとても楽しかった思

い出です。家族、気をつかっ

てくれたり可愛がってくれた

中学生、いろんな話をした同

級生の皆のおかげだととても

感謝しています。

ぼくは韓国人を「はげしい！」

とか、「大げさ」という感じ

で考えていたけど、本当は日

本人よりやさしいぐらいなん

だなぁと思いました。それと、

韓国では韓国らしい個性が出

ていました。たとえば道路が

右側に走っていることがびっ

くりしました。バスも右側に

ドアがあって運転手の方に行

きそうになりました。

バスガイドさんは「世宗大

王と豊臣秀吉がいなかったら

今の韓国は韓国じゃなかった

と言っていました。

この『日韓交流の旅』に行

くために費用を出してくれた、

おじいちゃんに感謝したいなぁ

と思いました。またこの使節

団ができるときがきたら、ぜ

ひ参加したいと思います。

韓国で1日目にあった交流会

は同じ年代の小中学生が来て

いませんでした。本当は同じ

年の人たちと交流したかった

ので残念です。みなさんとス

キヤキらしきものを食べまし

た。食べ方とかも教えてもら

いました。とても楽しい食事

でした。水原華城は時間がな

くて南の門にはいけませんで

した。私は龍の門が一番すご

いと思いました。民俗村では

ショーをやっていて男の人た

ちが頭をまわしながら踊って

いました。ロッテワールドで

は、入り口に入って集合時間

を聞かないといけないのに店

のおばさんにつかまってしま

い、ずっと話していたら誰か

が呼んでくれて助かりました。

いろんな事があったけど色々

学べてよかったです。

バスに乗り込んで同級生と

話しをしながらもドキドキワ

クワクしていました。飛行機

に乗ってから出た機内食が、

何か日本離れしているサンド

イッチでちょっとびっくりし

ました。韓国に着いて、外に

出た時ブワっとむし暑かった。

交流会では、リコーダーを吹

いたり私は、踊りをしました。

踊りは、韓国では、めずらし

いと思うので韓国の人が楽し

んでくれるといいと思います。

交流会で会った人と友だちに

なって色々なことを話しまし

た。帰るときには「アンニョ

ン」と言えるような友だちに

なりました。

韓国は、とてもいい所で、

すごく楽しい所だからまた機

会があればいきたいです。

飛行機に乗る前に、出国審

査というのがあって、私にとっ

ては、パスポートをとったの

も初めてだったし、出国審査

も初めてで緊張しました。

仁川空港を出て、バスで教

会へ行き、交流会でした。韓

国語で自己紹介をして、今ま

で練習してきたリコーダー演

奏をしました。ホテルに行き、

荷物を置いて、仁寺洞通りへ

行きました。コンビニにも行っ

てみると日本と同じようなお

かしやジュースが売ってあり

ました。2日目の世界遺産水原

華城の門の裏の模様がすごく

てびっくりしました。

この子ども使節団での経験

は、私をひとまわり大きくし

てくれたと思います。この経

験をこれからに、いかしてい

きたいです。
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『韓国の思い出』
塚原小学校 ６年

三井 寛貴

『残り2千ウォンの旅』
由布院小学校 ６年

米田 慧司

『私の行った韓国』
湯布院中学校 １年

足利 瑤子

『韓国に行って』
湯布院中学校 １年

立川 花帆

『韓国へいって・・・』
湯布院中学校 １年

濱 美咲稀



飛行機に乗り、1時間40分ほ

ど行くと、韓国が見えてきま

した。バスが出発すると、韓

国の川が見えました。なんだ

か水がとても汚れていました。

交流会では、ほとんどの人た

ちが大学生でした。むこうか

ら話しかけてくれたのでたく

さん話をしました。韓国の人

たちは日本のタレントなどを

たくさん知っていて、とても

楽しかったです。

ホテルにつくと夜の街に行

きました。空に星が見えませ

んでした。ガイドさんに聞く

と「韓国は空が汚いから」と

言われました。韓国はもっと

きれいな所だと思っていたの

でおどろきました。

この旅では、いろいろな学

年の人とも仲良くなれたし、

とても勉強になりました。ま

たこのような旅があればぜひ

参加したいと思います。
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『アンニョンハセヨ』(こんにちは)

《百聞は一見に如かず》3回の事前学習会でハン

グル語、韓国の歴史や民俗を学び、一行15人の

子ども使節団は出発。初めての経験に緊張感漂

う中にも期待に夢膨らむ姿を目の当たりにしま

した。一人ひとり審査官に呼ばれての出

入国の審査、ソウル市教会における交流

会、韓国民俗村、世界遺産｢水原華城｣、

大統領官邸、徳寿宮、ロッテワールド、

仁寺洞や免税店での買い物、韓国の食事

等。戸惑いながらも、いろいろな場面で

５感を通して、直接韓国とのふれあいを体感・

体験し、子どもたちは大きく逞しくなって来ま

した。帰途に就く子どもたちの輝く瞳、自信に

満ちた表情が印象的です。

《継続は力なり》多くの関係者、市民の方々の

ご理解とご支援を戴いて国際交流も５回を

重ねてきました。今後もこの事業が広く世

界に、長く継続されることを希望します。

『カムサムニダ』(ありがとうございます)

財)人材育成ゆふいん財団 評議員議長

子ども使節団々長 峰 親則

『輝け２２の瞳』
初めての外国旅行― 「安全」すら意識して行動し
なければならないという不安や緊張があった彼ら
を迎えてくれたのは、にこやかな韓国の学生たち
でした。初めは緊張気味に、かなり控えめに自己
紹介をしていた彼らも、食事会が終わる頃には、
英語やジェスチャーを駆使して会話をしたり、
一緒に写真を撮ったりして、すっかり楽しん
だ様子でした。出来るだけ多くの文化に触れ
て欲しいという私達の気持ちをよそに、あく
までマイペースに日程を進めていく彼ら―
そんな順応性に、安心感とちょっぴり物足り
なさを感じていました。しかし、ハングル語

に囲まれたテーマパーク、電卓を片手にしたウォ
ンでの買い物、初めて味わう異国の食事など、実
はタップリ異文化につかった３日間だったのだと
思います。多くのことを見て、感じて、考えた、
この２２の瞳がこれからもずっと輝き続けますよ
うに‥。そして、この貴重な体験が、未来の彼ら

にとってかけがえのない一瞬となりますよ
うに‥。
最後に、この様なすばらしい体験の場を支
えて下さっているゆふいんの皆様に
『カムサハムニダ(ありがとうございます！）』
財)人材育成ゆふいん財団

評議員 霜野 圭一

かつては自分もそうであったにも関わらず、

今はあまり接することのない子ども達。小学６

年生から中学３年生という、これまた難しそう

な年齢と同じ時間を過ごせるのかという不安は、

事前の韓国勉強会と実際の韓国訪問で無駄な心

配だと分かりました。「最近の子どもは(若者は)・・・」

という言葉はいつの時代になっても使われ

るのでしょうが、私の時代から変わったこ

とといえば、子どもの時分から海外へ出か

ける機会がある！ということでしょう。そ

の年齢であればこその視線で韓国を見て、

時に子どもらしい失敗もして、「私もこん

な子どもだったな・・・子どもの本質はそう変

わらないのかも。」と気付かされました。

自分自身が学生である時代から家庭をもって

子どもを育てる側になるまでの、ちょうど間に

位置する私のような世代が、彼らの世代と交流

することはお互いにとっての人材育成になるの

ではないでしょうか。今回彼らと過ごし

た時間は、これからの私にとっても、有

意義な経験になったと思います。

財)人材育成ゆふいん財団

ボランティアスタッフ 恒吉 美智子

『韓国の思い出』
湯布院中学校 １年

山野 結花

子ども使節団に同行して



～親子で楽しむ
コンサート～

ピアノ・歌・金管楽器・打

楽器・湯布院の子どもたちに

よるファンファーレ隊・湯布

院少年少女合唱団の方々によ

る手作りのイベントです！ぜ

ひ、足をお運びください♪

こども達に生の音楽を楽し
んでほしい―という想いから
スタートした「ゆふいんこど
も音楽祭」。大勢の方々に支
えられて今年、第６回を迎え
ます。

自分たちが美味しいと思う
もの、食わず嫌いじゃ勿体な
いというものを「一口いかが？」
と差し出す。口に合わない子
もいれば、もう一つ！と興味
をそそられる子もいたり。お
腹一杯食べてくれたら、それ
こそ作り甲斐があったという
もの・・・それがこの音楽祭
の有り方だと思っています。
ほんのひととき。その場所で

しか味わえない音楽に触れる
楽しさを、一人でも多くの子
に経験してほしい。様々なメ
ロディー・リズムがどんな風
に子どもたちを刺激してくれ
るのか、その反応はまた、私
たちのパワーへとつながって
いきます。

今年のテーマは「アクセン
ト」。ユーフォニアム・ピア
ノ・吹奏楽・歌・そして見た
事のない楽器にきっと驚かれ
ることでしょう。

どうぞお楽しみに！

ゆふいんこども音楽祭
実行委員長 高倉 孝子
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第６回
ゆふいん
こども
音楽祭

１１月３日（金曜日）

前夜祭 １９時～２０時

１１月４日（土曜日）

【昼の部】

１３時３０分～１５時３０分

【夜の部】

１８時３０分～２０時３０分

ゆふいん元気TOPICS

◆応募の資格◆
湯布院町内の団体、グループ、個人とし、主体的に活動、

事業の推進ができるところに限ります。

◆応募方法◆

所定の様式に従って応募してください。

詳細は、事務局までお問い合わせください。

現在、思案中の企画をお持ちの方。夢を持っている方。

ぜひ、企画実施に向け、ご応募ください。内容に応じ、

最高額３０万円までの助成金が交付されます！

※応募の締切※

平成１８年１２月２９日(金)

財団事務局＊℡８５－４７４８ Fax８５－４７５９

未来に夢を！

助成金交付事業＊公募のお知らせ

［お詫びと訂正］
６月に発行したVol.３９

の３ページ目に『平成１８

年度収支予算書』を掲載し

ましたが、上段（収入の部）
に間違いがありました。

基本財産取り崩し収入の1

千万円を科目に計上してい

ないのにもかかわらず、当
期収入合計には、組み込ま

れているため数字に大きな

ずれがありました。

申し訳ありませんでした。
ご連絡いただいた方、あ

りがとうございました。今

後ともご指導の程、よろし
くお願いいたします。

財）人材育成ゆふいん財団

事務局：後藤



【編集後記】
９月から１０月にかけて、

各小中学校で行なわれた運動
会。みんなの一生懸命頑張る
姿、友達同士で励ましあう姿、
そして成長した我が子を追う
親の目、色んな場面でたくさ
んの感動をいただきました。
ありがとうございました。

私自身、力を合わせて一つ
のことをやり遂げていくこと
の難しさを体感し、最近は逃
げ腰になってしまいがちなの
ですが、今回運動会を見学さ
せていただき、とても大切な
ものを教えてもらったような
気がします。

将来この町を担っていく子
どもたちが、今この町で一生
懸命頑張っている姿を見るこ
とが出来てよかった・・・☆

事務局＊後藤
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ありがとう
ございます

木綿の会INFORMATION

未来に夢を！「木綿の会」

会員募集のお知らせ

《木綿（ゆう）の会とは・・・》

各団体が取り組んでいる事業や、次世代を担う子ども

達を応援していく人材育成ゆふいん財団を、精神的に、

財政的に支援する応援団です。

会員の皆様の貴重な会費が、若い世代を育む環境を作

り、優秀な人材を輩出し、より豊かで安心して暮らせる

安らぎの町を生み出します。

会員であることの特典は特に設けていませんが、町の

将来を考え、次世代を担う若者育成を自分も何らかの形

で参加したい、力を貸したいとお考えの方の加入をお待

ちしています。私たちの手で、夢のある未来を築いてい

きましょう！

《あなたも会員に！》

あなたも、人材育成の活動へ参加しませんか？

『木綿の会』会員登録は簡単です。財団事務局、また

は、お近くの財団役員の方へお申込みをしていただくだ

けです。

年会費は次の通りです。

個人会員 一口 １，０００円
団体会員 一口 １０，０００円

会費納入の時期は、原則として、９月～１１月の期間

となっていますが、事務局へご連絡いただければ、１年

のうちご都合の良い時期でも結構です。詳しくは事務局

へお問い合わせください。

［事務局連絡先］

０９７７－８５－４７４８（後藤まで）
もしくは、お近くの財団役員まで

寄附のご報告
特別ご寄附をいただき

ました。

香典返しとして

溝口 博 さまより
３０，０００円

安部 順一さまより
３０，０００円

大隈 美信さまより
５０，０００円

佐藤 雄也さまより
５０，０００円

ありがとうございまし

た。財団運営に有意義に

活用させていただきます。

ボランティアスタッフ
募 集！

人材育成ゆふいん財団を支えて

くれるスタッフを募集しています！

年齢・性別は問いません。

得意とする分野で、あなたの力

を発揮してください！！

たとえば・・・

＊湯布院の伝統に興味がある。

＊パソコンの操作に自信がある。

＊文章を書くことが大好き。

＊子どもたちと一緒に何かしたい。

＊体力には自信がある。

＊人とのつながりを作りたい。

＊とにかく何かしてみたい。

よろしくお願いします！


